
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタッフが積極的に市内のボランティア団体や、他の 

市町村のセンターを訪問・取材し、センターの運営方法

などについて情報収集しました。その時感じたスタッフの思いは、これからの

「うめさろん」の業務に活かされていきます。一方、コーディネーターは、福

岡県の研修等に参加して、個人の資質を高める努力をしてきました。いろんな

相談に対応できるように、少しずつですがレベルアップしています。 

 

 

 

太宰府市 NPO・ボランティア支援センター、通称           は 

ＮＰＯやボランティアがそれぞれの特性に応じて、公的サービスの新たな担い

手として活躍できるように、人材育成と活動の活性化、運営基盤の強化のため

の支援事業を行ってきました。 

 

 

 

最近は、行政との         の在り方について考える機会が増えて

います。行政の対応は、公平性を重視するがゆえに、対応が遅れたり、出来る

ことに限界があります。しかし NPO やボランティア団体ならば、個々に柔軟に

応じることができます。その違いを共に理解しながら「協働」を進めていくこ

との大変さを実感していますが、今は、私たちにできる「協働」を模索してい

ます。 

 

 

 私たちは、みなさんが         「うめさろん」に来ていただくこ

とや、みなさんの活動へ参加して、一緒に楽しく語り合いながら、それぞれの

目標に少しでも近づくお手伝いが出来たら…と思っています。 

 

2014 年 3 月 冨永 敦夫 

太宰府市 NPO・ボランティア支援センター 

平成 26年 4月 1日 

第 47 号 

http://rd.yahoo.co.jp/blog/gallery/image/main/*http:/blogs.yahoo.co.jp/tezukurisozai/GALLERY/show_image_v2.html?id=http://blogs.c.yimg.jp/res/blog-a3-86/tezukurisozai/folder/364505/35/10877835/img_4?1365258683&i=1
http://rd.yahoo.co.jp/blog/gallery/image/main/*http:/blogs.yahoo.co.jp/tezukurisozai/GALLERY/show_image_v2.html?id=http://blogs.c.yimg.jp/res/blog-a3-86/tezukurisozai/folder/364505/35/10877835/img_4?1365258683&i=1
http://rd.yahoo.co.jp/blog/gallery/image/main/*http:/blogs.yahoo.co.jp/tezukurisozai/GALLERY/show_image_v2.html?id=http://blogs.c.yimg.jp/res/blog-a3-86/tezukurisozai/folder/364505/35/10877835/img_4?1365258683&i=1


「NPO 法人 わくわーくシニア」 

 お 話： 本村博史理事長・本村和子事務局長 

 聞き手： うめさろんスタッフ 榊 

 

『ダーツで繋ぐ支援の心』 

仙台市に本社を持つ河北新報（かほくしんぽう）に、太宰府市の NPO 法人わく

わーくシニアさんの活動を紹介する記事が掲載されました。 

 

NPO 法人わくわーくシニアの仲間５人は、 

東日本大震災から一年が経った平成 24 年４月、 

ダーツ道具一式を持って宮城県を訪れました。 

４泊５日の行程中、全６回のダーツ体験会を 

仮設住宅で実施しました。その時に、縁あって 

お手伝いしていただいた「広瀬川倶楽部」に、 

今後も復興支援に活用してもらえれば…と、 

体験会用に持って行ったダーツ道具を寄贈されたのがきっかけで、その後 

ダーツ教室が定着化し、今では 100 回を数えたそうです。 

 

仮設住宅でのダーツ体験会は、参加 

された方々にとても喜ばれたそう。 

とくに体験会後の茶話会（宮城では 

“お茶っこ”と言うんだとか）では、 

それまで知らなかった人どうしが、 

ダーツの話題で楽しく会話をされる 

 

 

様子が印象的でしたと、本村和子さん 

はおっしゃっていました。 

また、「私たちが贈ったダーツ道具が、 

今でも被災地の方の親睦や健康にお役 

に立てて、こんなに嬉しいことはあり 

ません」と本村理事長は、語って下さ 

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多賀城市の市議さんとわくわーくシニアのメンバー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５／11(日) 成年後見制度と老後の安心 

７／13(日) 高齢者施設の種類とその選び方 

9／14(日) 相続手続きと遺言作成の基本について 

11／16(日) 女性のための遺言教室 

1／11(日) "終活"のすすめとｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾉｰﾄの基礎知識 

3／8(日) やさしい遺言の知識と手続き 

４／１２(土) 自分を知ろう 

６／14(土) 自分を伝えよう 

８／9(土) 自分を変えよう 

１０／11(土) 他人のストレスと付き合おう 

１２／13(土) 他人の援助を通じ成長しよう 

２／14(土) まとめ(フィードバック実習) 

５／10(土) 老い学とは何でしょうか 

７／12(土) 老いの構造とつき合い方 

９／13(土) 老いを支えるネットワークと福祉 

11／8(土) 終活のそのむこう 

１／10(土) 未定 

４／19(土) 過去の災害を知る・これからの災害 

５／17(土) 自主防災組織等・災害から生きる為 

６／21(土) 
視覚障がい者や車イスの要援護者へ

の対応実技 

７／19(土) 救急救命講習(応急手当) 10:00～12:00 

8／ 9(土) 子ども防災講座 

9／20(土) 非常用食料と炊き出し 

10／18(土) 避難所とは・避難経路確認 

11／15(土) 
避難所運営訓練（ＨＵＧ） 

カードを使ったゲーム 

12／20(土) 自分たちの避難所 14:00～17:00 7／24(木) クリーンステーション(仮称) 

8／25(月) クリーンステーション(仮称) 

 申し込み・問い合わせは 「うめ a さろん」太宰府市ＮＰО・ボランティア支援センターまで 
太宰府市五条 3 丁目１番１号  いきいき情報センター １階 

平 日 １０：００～１８：００   土曜日 １２：００～１８：００ 

（休業日 毎週日曜日、祝日、毎月最終水曜日、 

8 月 13 日～15 日、12 月 28 日～１月４日） 

電   話 092-918－3633   ﾌｧｯｸｽ 092-918－3644  

E-mail : dazaifu-volusen@wish.ocn.ne.jp 

H P  http：//dazaifu-volusen.sakura.ne.jp/ 

 

◎カウンセリング基礎講座 

206・207 号室 14：00～16：00 

参加・資料代 100 円 

◎コーディネーター育成講座・老い学 

201 号室 14：00～16：30 

参加・資料代 100 円 

◎あんしん講座（行政書士による講座です） 

208 号室 13：00～16：00 

参加・資料代 無料 

◎災害ボランティア講座 

14：00～16：00（部屋は下記に記載） 

参加・資料代 無料 

4/19・5/17・6/21・10/18 は 209 号室にて 

7/19・11./15・12/20 は多目的室にて行います 

9/20 は調理室にて行います 

8/9 は 201 号室にて行います 

◎子ども環境講座 

205・206 号室 13：00～16：00 

参加・資料代 未定 

http://7.umu.cc/~sakuramayflower/si.html
http://7.umu.cc/~sakuramayflower/si.html


 

 

 

太宰府に住んで１０年。その間、私の周り 

には「街づくり」「地域の活性化」「人づく 

り」「歴史と文化」などの言葉が溢れてい 

ました。しかし私には、とても抽象的すぎ 

て、難しい言葉に戸惑う事もありました。 

 

私にできることは何なのか…。思い続け 

ていましたが、今年はちょうど「水城築造１３５０年」の 

記念の年です。そうだ、私には芝居を創る事ができるじゃないか。ミュージカルを作

ろう。どうせ作るなら自己満足や手前勝手の趣味の延長ではなく、本気でお客様に喜

んでいただくものを作ろう！損得度外視で本気でやりたい！その“志”に一流の舞台 

スタッフや、制作に携わる市民の皆さんが、手弁当で駆けつけ 

てくれました。どうせやるなら本気でというわけで、皆本気で 

す。これが「街づくり」とか「地域の活性化」にどう繋がる 

のかまだわかりません。しかし一度しかない人生。小手先 

のお付き合いや、しがらみではない本気のミュージカル

「         「ＡＳＵＫＡ」を是非ご覧ください。 

藤村 信一 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひお越しください！ 


